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行政常任委員会 

 

令和元年１０月１１日（金）               

午 後 １ 時 ３ ０ 分 開  会               

 

○三鬼（孝）委員長  皆さん、こんにちは。 

 ただいまから行政常任委員会を開会いたします。 

 村田委員が後刻出席ですので、よろしくお願いします。 

 きょうの議題につきましては、９月定例会最終日の２６日に尾鷲幼稚園のＰＴＡ

の代表から３年保育の実施を求める陳情書が出されまして、いろいろ審議いたしま

したけれども、継続審議ということになりまして、その審議の時点で南委員さんか

ら陳情者の陳情趣旨を聞きたいということがありましたので、本日になりました。

よろしくお願いいたしたいと思います。 

 それでは、陳情を出されました代表者の大川会長のほうから陳情書の趣旨説明を

求めたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○尾鷲市立尾鷲幼稚園ＰＴＡ・大川氏  皆さん、こんにちは。 

 お忙しいところありがとうございます。改めて我々の話を聞いていただく機会を

つくっていただいて、本当に感謝しています。 

 本日は、提出させてもらった陳情書だけでは足りない部分というか、保護者の思

いというのを聞いていただけたらと思います。 

 きょうここへ来たメンバーなんですけど、みんな３年保育を何とか実施してほし

いという思いは一緒ですが、ただ、それぞれバックグラウンドというんですか、背

景は異なった立場であります。僕は現在ＰＴＡ会長をしておりますし、上の子供２

人、今、一番下の子が通っています。県外から嫁いでこられてきた立場の方もみえ

ますし、三木幼稚園で３年保育を実際に経験された保護者の方という立場でも来て

いただいておりますので、それぞれの立場の意見を述べさせてもらいたいんですけ

ど、よろしいですか。 

 じゃ、続けて、僕のほうから少しお話をさせていただきます。 

 ３年保育を要望するに当たってずっと続けてきたんですが、まずは幼稚園のよさ

というのを少し知ってもらえたらなと思ってお話をさせていただきます。 

 尾鷲幼稚園なんですが、僕、上の子から数えて６年目になりますが、尾鷲幼稚園

に行かせて本当によかったなと思っております。なかなかほかではできないような
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経験というのがたくさんあります。幾つか例を挙げさせてもらうんですが、例えば

季節ごとに園外保育、虫とりに行ったり川遊び、あるいは春・秋の遠足、それから

季節の行事ごと、親子での餅つき大会とか、なかなか家庭ではできないすばらしい

体験をさせてもらっていると思います。それらの行事を通じて、子供たち、本当に

たくましく成長して楽しそうに幼稚園のことを話してくれます。 

 あと、子供たちの成長という観点以外にも、保護者からの観点としましても、降

園時間は一応１４時までなんですが、その後も園児たち、子供たちは園庭で元気よ

く遊んでいます。保護者はそれを見ながらいろんな子育ての悩みであったり、ある

いはまちの情報であったりというような情報を共有することでネットワークの構築

とか、そういったところも期待されています。そういったことが現にできています。 

 自分の家のことなんですが、僕の嫁も熊野の出身でして、なかなか地元の尾鷲に

知り合いもいない中で、幼稚園のそんな時間を通して友達がたくさんできて、非常

に充実しているというふうな話もしています。ほかにもいろいろあるんですけど、

本当に幼稚園の教育というのはすばらしいものであると思っていまして、その教育

というのを何とかたくさんの子供たちに、もう一年早い段階から受けさせてあげた

いな、豊かな教育を受けさせてあげたいなというふうに思っています。 

 あと幾つかあるんですが、選択肢を残すとか教育の平等性という観点から少しお

話をさせてもらいます。 

 社会情勢が変化して、夫婦共働きの家庭が増加したりして保育園へ行っておる家

庭というのがたくさんあります。そんな中で、わずかというか少数ではあると思う

んですけど、保護者の事情で保育園には入所できないであったり、あるいは子供が

小さいうちはできるだけ親子で子育てを楽しみたいというような理由で幼稚園を選

択する、それからよそからの移住者、転勤してくる方で幼稚園を選択するという方

は、数は少ないですけど、あるのが事実です。子育て支援であったり移住定住政策

というふうなお話もある中で、そういう幼児期の教育に関して各家庭で議論をした

り選択ができる体制を整えるというのは市の責務というか、そういうふうなものな

んじゃないかなというふうに僕個人としては思っています。 

 あと、数の問題です。この前の委員会で教育長も１０名程度の数がということを

おっしゃっておったのも僕も見たんですけど、言われることはわからんでもないん

ですけど、僕自身は古江で育ってきています。すごい小さいところで学年１０人も

おらんようなところでしたけど、それで別に不自由な思いもしたことないですし、

今、尾鷲幼稚園も１０人程度ですが、それより少なかったとしても全く問題ないと
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いうか、充実した教育というのは僕は受けられるんじゃないかなというふうに思っ

ています。それは、後ほど三木幼稚園の保護者の方の意見とかも聞いてもらえると

より参考になるかと思うんですが。 

 あと、経費の面です。人件費の面から考えると、教員の数としては今、三木幼稚

園で勤めておる先生がおりますので、三木幼稚園の廃園に伴って尾鷲幼稚園へ来て

いただければ何も人件費がふえることありませんし、教室とかそういった設備の改

修についても特段大きな改修が必要ではないというふうなお話を聞いたことがあり

ます。それから、遊具、おもちゃとかそういった教材に関しても、三木で使ってい

るものをこっちへ持ってくれば、そんなに大きな出費というか市が損をするじゃな

いですけど、そういったことにはつながらないと思います。 

 僕の、最後に、尾鷲市における幼児教育という観点で言いますと、今現在、尾鷲

市では３年保育を受けることができます、三木幼稚園で。ただ、現在は向こうに３

年保育を利用している園児がいないというだけで制度上は受けることができます。

尾鷲旧町内に住む方で現在の３歳児に該当する方もみえますけど、いろんな事情、

例えば通うのが大変であるとかそういった事情で通っていないだけ、今、在園児が

おらんというだけで、実際請け負うと請けることはできます。ただ、これが来年廃

園になってしまって、尾鷲市でそれができないということになると、今受けられて

おるサービスが受けられなくなる。住民サービスとかそういう観点から考えると、

低下するというふうに言えると思います。さっきも言ったんですけど、子育て支援

とかそういったことを、次代の子供をというふうにおっしゃっておる中で、そうい

うサービスが低下していくというのは望ましくない。新しく始めるのではなくて、

今やっている３年保育をなくさずに何とか尾鷲幼稚園で続けていただけないかなと

いうのが我々保護者の思いです。僕、ざっとしゃべらせてもらったんですけど、僕

のほうからは以上なんですが。 

○三鬼（孝）委員長  ありがとうございます。 

 委員の皆さん、質疑いただく前に一通り５名の出席者の発言があるということで

ございますので、一通り発言をいただいてから御質疑したいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。続きまして、山下さんですか。どうぞ。 

○尾鷲市立尾鷲幼稚園ＰＴＡ・山下氏  本日はまことに貴重なお時間をいただき

まして、ありがとうございます。 

 尾鷲幼稚園家庭教育部長をしております山下と申します。 

 実は私は他県からの移住者でありまして、本日は３年保育化について移住者の角
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度から意見を述べさせていただければと存じます。 

 私は県外生活を経まして、出産を機に尾鷲へ移住してまいりました。主人がこち

らの人間です。移住と子育てを同時にスタートさせております。 

 当初から子供は幼稚園に通わせたいと考えておりましたので、尾鷲幼稚園が２年

保育と伺った際は正直なところ驚きまして、やはり自然と幼稚園は３年保育という

イメージもございましたし、自分が出たところもそうでしたので、さらにここで３

年保育を受けさせるには１年を隣の三木幼稚園に通わせて、残りの２年を尾鷲幼稚

園で過ごすといった形をとっている方も実際にいらっしゃるという話を伺いまして、

尾鷲の方々は３年保育を受けさせるのにこんなに苦労されているんだと、これは改

めて目を丸くしたといった記憶がございます。 

 うちの場合はと言いますと、まず私自身がペーパードライバーですし、三木幼稚

園まで通わせる通園バスもないということで通園には困難でしたので、ゼロ歳から

３歳までの間を第二保育園のちびっこ広場、こちらのほうを親子で利用させていた

だきながら尾鷲幼稚園への入園を待っておりました。ですので、３歳児の１年とい

うのは、本当に自己流の手探りでの子育てをして過ごしております。ようやく入園

はできたんですが、やはりうちの子供自体が集団生活には本当になじめず、親離れ

ができず、大変苦労いたしております。やはり幼稚園になじめない子供もかわいそ

うなんですが、それを見ている親もつらく、一緒にいる時間が長過ぎたとか濃過ぎ

たとか、また自分がもっと地域になじんでいたらとか、そういったように親は親で

自分自身を責めるといったようなつらい時期を過ごしました。ですが、そういった

期間も幼稚園の先生方が常に寄り添ってくださいまして、子供に本当に合った方法

で集団生活になじませてくれたと、こういうところには非常に感謝いたしておりま

すし、こういう手厚い指導を受けられるのも少人数だからこそのよさだと思ってお

ります。今では本当に伸び伸びと生活は送っておりますが、この２年間のすさまじ

い成長ぐあいを見まして、今思うのは、やはりこれがあと１年早かったらどうだっ

たかと、ここで教育を受けさせていたらもっと何か違っていたんではないか、たく

ましく育っていたんではないかと、そういった子供の可能性ですとか、伸び代とい

った部分で何か１年損をしてしまったような、そういった後悔の念が残っておりま

す。 

 現在尾鷲市で就園前の子供を対象にした子育て支援サービスとしては、第二保育

園のちびっこ広場、また保健センター３階、これはおひさまの会という現在活動自

体はわからないんですが、親子で使用できるスペースがございます。あとは認可外
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保育施設せぎやまといったものがございます。ちびっこ広場やおひさまに関しては

あくまで保護者同伴型の参加サービスということで、せぎやまに関しては預かり事

業が主体であると、これは正直私たちが求める集団教育ですとか起立や教養といっ

たようなものを学ばせる教育現場というものとはまた別のものと考えております。

しかし、現時点では、尾鷲市の専業主婦というのは幼稚園入園までの間、これらの

サービスを利用するしかないといった状態で、これを仕事を持たない母親が抱える

３歳児の受け皿というふうに扱われているのはどうかと思います。 

 移住者に関しては、私のように嫁いでくる人間や転勤族とさまざまな人がいらっ

しゃいますが、移住者というのはまず自分自身がそのまちになじんでいくというこ

とが大変であって、それと同時進行で子育てをしなければならないと、非常に心身

ともに負荷がかかります。親戚の手助けなんかも得られない方も多いです。私はこ

の数年ここで子育てをしてきた中で、やはりまたこれから来る移住者の方にも同じ

ような思いはしてほしくないなと、もっと安心した生活環境、教育環境の中で子育

てをしてほしいと思うわけです。やはり地域に人が住みつき、子供を産み育て、住

み続けていくというプロセスの中で教育環境がしっかりしていると、それだけでも

子育て世代には安心感がございますし、また尾鷲の場合は豊かな自然、この自然は

本当に子育て環境としては最大の魅力です。これは尾鷲市の本当に強みと思います。

この豊かな環境というのはそれだけで子供の心を育みます。ここでさらに教育面、

幼児教育についてもまち全体がサポートしていくことで、これから尾鷲で育ってい

く子供たちのさらに豊かな人間づくりにもつながるんではないかと思います。やは

り尾鷲に住んでもらうためにもそんなまちづくりも必要なのではないでしょうか。 

 来年度から、市では尾鷲幼稚園が唯一、一つの幼稚園となります。規模は非常に

小さい幼稚園ですが、これは尾鷲市の貴重な幼児教育機関です。ぜひ単独でこれか

らも存続させていただきたいです。移住、定住を進めていく上でもやっぱりこうい

う小さいところからきちんとした整備が必要で、今回の尾鷲幼稚園３年保育化とい

うのも、これもまさに推進を進める上での第一歩となるんではないかなと私は思っ

ております。ぜひとも委員の皆様のお力添えを賜りたく、何とぞよろしくお願い申

し上げます。 

○三鬼（孝）委員長  ありがとうございます。 

 続きまして、元幼稚園の保護者であります稲熊さんですか、発言ありますか。ど

うぞ。 

○稲熊氏  幼稚園のＰＴＡの会長もやっていまして、今、市Ｐ連の会長の稲熊で
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す。よろしくお願いします。 

 私としましては、３歳くらいから集団の中で生活したり学んだりすることはとて

も大事やと思っておるんです。それで、でも働いていないお母さん、専業主婦して

おる方は通うところがないじゃないですか。なので、通うところをつくってほしい

というのが一番あります。先ほど山下さんもおっしゃってみえておったんですけど、

移住するほうの立場からとして見たら、やっぱり幼児教育が充実しておるところに

行きたいと思うんじゃないかなと思っています。 

 それから、費用面のことなんですけど、大川会長さんも言っておってみえたんで

すけど、三木幼稚園の先生もおられますし、幼稚園には部屋も余っておると思うも

ので、尾鷲幼稚園の３年保育をぜひ実施していただきたいと思っております。 

 以上です。 

○大門氏  三木幼稚園家庭教育部長の大門です。 

 きょうは本当に委員の皆様に意見を聞いていただく場を設けていただき、本当に

感謝しております。 

 私は３年保育の経験者の保護者として私の思いを４点述べさせていただきたいと

思っております。大川会長と山下家庭教育部長と重なる部分もあると思うんですが、

４点述べさせていただきたいと思います。 

 まず、１点目です。３年保育を経験して痛感した幼児教育の大切さです。 

 私には小学校５年生、２年生、そして三木幼稚園の年長の３人の子供がおりまし

て、３人全員が３年保育を経験いたしました。７年前の平成２４年の４月に三木幼

稚園の３年保育がスタートし、長女が第１期生として入園いたしました。そのとき

は幼児教育云々というよりも地元の三木幼稚園が３年保育をスタートするなら、じ

ゃ通わせようかという程度の気持ちでした。でも、実際通わせて痛感したのは幼児

教育の大切さです。 

 ３年保育では、異年齢の子供たちが縦のつながりと横のつながりの新しい集団生

活に入ることができました。幼稚園の集団生活の中では協力すること、分かち合う

こと、そして競争意識も芽生えました。個人家庭ではなかなかできないような季節

ごとの行事も３歳から子供たち主体で体験することができました。先生方がいつも

子供たちにとってベストな方法を探していただき、個々の子供の能力を最大限に生

かすためにさまざまな方法を探してくれました。幼稚園は開園と降園時間が決まっ

ておりますので、先ほど大川会長も言われましたように保護者が必ず顔を合わせま

す。そこで保護者同士のコミュニケーションもとれ、保護者同士のつながりも強く
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なります。幼稚園では、親子で参加する行事というのが本当に多くて、親子でさま

ざまな経験を体験することができ、間近で子供の成長を見ることができます。 

 ２点目、住民サービスと子育て支援についてです。 

 寂しいですが、三木幼稚園は３月末で廃園され、来年から尾鷲市では尾鷲幼稚園

１園のみになります。三木幼稚園で実施していた３年保育を三木幼稚園が廃園する

からやめるというのは、住民サービスの低下、子育てしやすいまちとうたっている

尾鷲市とは逆行しているのではないでしょうか。少し子育てが落ちつく３歳ぐらい

から保育園に子供を預ける人もみえます。極端なことを言えば、就労の有無にかか

わらず選択肢がない、尾鷲幼稚園が３年保育をしていないので、保育園に預けると

いう方もみえると思います。保育園と幼稚園の選択肢を設けるのも住民サービス、

子育て支援の一環です。 

 以前こんなことがありました。宮城県のイオンの店舗から尾鷲の店舗に転勤で引

っ越しされてみえた方がいらっしゃいます。縁もゆかりもない尾鷲市にみえて、お

母さんも友達をつくりたい、子供にも友達をつくってあげたいと尾鷲幼稚園に通わ

せようとしたら、ここは３年保育をやっていないんですよと言われ、そのお母さん、

大変驚かれ、車で三木幼稚園まで通われたということがありました。転勤族の多い

尾鷲市、特に最近は移住、定住にも力を入れている尾鷲市です。そういう尾鷲市だ

からこそ住民サービスの向上、子育て支援に力を入れるべきです。 

 ３点目、人数についてです。 

 今月から始まった無償化により、保育園に行く子供がふえて幼稚園に行く子供が

少なくなるのでは、このままでは尾鷲幼稚園自体の２年保育の存続も危ぶまれるの

ではないかという意見もありますが、実際、三木幼稚園は１学年で２人、３人、３

学年で１０人程度でした。でも１０人いれば十分集団活動はできました。極端なこ

とを言うと、３月に閉校された三木小学校は１年から６年までたった１５名でした。

１５名でも子供たちは十分楽しんで集団活動ができたと思っております。一概に人

数だけを基準にするのはちょっとおかしいのではないかなと、３年保育の経験者の

私は思っています。 

 最後、４点目です。経費面です。 

 会長も言われたとおり、三木幼稚園が３年保育をスタートすることにより、当時、

和式トイレが二つだったんですが、一つを洋式トイレにして、３歳の子でも蛇口に

手が届くようにと一つ手洗い場の蛇口を長くしていただきました。尾鷲幼稚園を３

年保育にした場合、既にトイレや手洗い場はリフォーム済みです。教室も現状の教
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室を利用することが可能です。三木幼稚園が廃園されることによって３歳児のおも

ちゃはそのまま活用できます。先生に関しても、三木幼稚園の先生で賄うことがで

きます。尾鷲幼稚園に３年保育を導入しても大きな経費はかからないはずです。 

 以上、幼児教育の大切さ、住民サービスと子育て支援、人数、経費面、この４点、

私がお伝えしたいことです。 

 最後ですが、きょう出席している５名の保護者のうち、４名はもう残念ながらこ

れから幼稚園に通わせるような小さな子供はいません。でも、次の世代の方々が子

育てしやすい尾鷲市になるように尾鷲幼稚園の３年化に向け取り組んでいます。こ

れはもう本当に何年も前から尾鷲幼稚園の３年保育化については要望を出していま

す。私たちの思いを委員の先生方にも御理解いただき、幼児教育の大切さ、子育て

支援、住民サービス向上のためにも力をかしていただきたいです。３年保育ができ

ない理由を述べるよりも、どうすればできるのかともに考え、ともに取り組みたい

と思っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

○三鬼（孝）委員長  ありがとうございます。次に来年度３歳児の保護者であり

ます。村田さんのほうからどうぞ。 

○村田氏  来年度３歳児入園予定児の父の村田と申します。よろしくお願いしま

す。 

 私のところも子供が３人おりまして、上の２人は三木幼稚園で３年保育を受けさ

せてもらって、非常にお世話になりました。私は当初、三木幼稚園に通わせる予定

ではなかったんですが、まちのイベントで三木幼稚園にお邪魔させていただくこと

がありまして、そのときに幼稚園の子供たちの様子を見ていると、本当に生き生き

と楽しそうにやっている姿が見受けられ、また、先生の教育も本当にすばらしいも

のがあるなというふうに感じまして、それで三木幼稚園に通わせることにしました。 

 うちの妻の教育としては、やはり子供が小さいうちは働きに出ずになるべく子供

のそばにおりたいということで考えていまして、なので、非常に少数ではあると思

うんですけれども、私の家庭ではなるべく保育園ではなくて幼稚園で教育を受けさ

せたいというふうに思っております。やはり保育園と幼稚園の違いというのは、教

育と保育というところにあると思うんですけれども、保育園の保護者の方、同僚な

どに話を聞くと、幼稚園の子は教育を受けておる分しっかりしておるよなどという

話も聞いて、そこが魅力かなと思って、僕も妻も幼稚園に通わせたいなとずっと思

っております。うちは特にこのメンバーの中でも唯一、これから先、幼稚園に入れ

る予定の子供がおるんですけれども、来年度ということで非常にせっぱ詰まってお
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りまして、大川会長からお話いただく前は正直諦めて２年保育でいかなしゃあない

んかなとは思っておったんですけれども、こういう皆さんの働きかけで議論をして

もらっていますので、ぜひ来年度から３年保育という形でしていただけるようによ

ろしくお願いします。 

○三鬼（孝）委員長  ありがとうございます。 

 ただいま５名の方から３歳児保育の必要性を説明していただきましたけれども、

委員の皆さん、何か御質疑ありましたら御発言を願いたいと思います。 

○南委員  冒頭で、委員長がきょうの場の説明を、実は前回の委員会で、僕、執

行部の意見は教育長のほうからお聞きさせていただいて、今の実情と尾鷲のこれか

らの問題だとかいうことで聞いたんですけれども、そういった中で、やはり僕、父

兄の方の意見を聞いていなかったというのは、自分の政治活動で皆様のほうへお聞

きしに行くのも一つの考え方じゃないかなと思ったんですけれども、せっかくこの

ような陳情書が連名で上げていただいて、きょう皆様の強い思いを聞かせていただ

きまして、私としたら、きょうこの場を持っていただいて大変よかったなという感

想と、まず皆様の思いを十分感動して聞いておりましたので、私はこの陳情の趣旨

は妥当だと判断をいたしました。やりとりというよりか、きょうはこのような感じ

の……。 

○三鬼（孝）委員長  わかりました。 

 他の議員さんよろしいですか、何かＰＴＡの代表者に何か聞きたいことありまし

たら御発言、よろしいですか。 

 ないようでございますので、退席していただけますか。 

 陳情の趣旨といいますか、出席者５名の方のいろんな必要性の発言がありました

けれども、きょうの委員会が、９月の最終日に審議して継続審議になったばかりで

すので、その辺のところを踏まえてどうでしょうか、採択、不採択、継続審議とい

う結果について、どうします。 

○村田委員  この間、陳情が出されて継続ということになったんですね。この場

で陳情採択、不採択、継続ということをまた問い直すというのはいかがなもんであ

ろうかなと、やっぱり議会で決定をしたんですから、次の議会でまた審議をして継

続なのか、あるいは採択なのかということを決めるのが私は筋ではないかなと思い

ますが。 

○三鬼（孝）委員長  他に。 

 来年の尾鷲幼稚園の入園募集が１５日から２５日まで（聴取不能）定員が１年保
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育で３５名ですか、２年保育３０人ということでございますので、来年度の様子ま

で、きょうの審議につきまして、先ほど村田委員の発言もありましたけれども、そ

のように取り扱いたいと思いますが、よろしいですか。 

○村田委員  もう一回済みません。 

 もし必要であるんならば、皆さんがそういうことでどうしてももう一回審議をや

りたいというのであれば、例えば委員会でやるわけにいきませんけど、本会議を開

いて、本会議から再度この問題について委員会に付託をなって、そこで審議して結

論を早く出すという方法も私はありかなと思うんですけど、その辺のところは委員

長の御判断にお任せします。 

○三鬼（孝）委員長  継続審査になっておりまして、休会中でも審議ができると

いうことできょう開いたわけでございますけれども、委員長の僕としては、もう少

し時期を見てからという思いがありますけれども、よろしいでしょうか。 

○南委員  委員長の判断にお任せしたいんですけれども、僕の経験上からして、

継続審査の中で、途中で会議規則上当然調査することはいい、きょうの場が間違っ

たんじゃないんですけれども、初めての僕も体験ということで、あえてこの時期に

父兄の方の意見を早く聞いていただいた意図がどこにあるのかなという若干疑問が

あるんですけれども、別にしたらあかんということではないんですよ、いいことで

すので、そういった意味では基本的な考え方といったら、やはり最寄りの定例会、

１２月議会あたりが僕は妥当なことじゃないかなと考えております。 

○三鬼（孝）委員長  わかりました。 

 他に。よろしいですか。 

 もう少し結論を出すのを待ちたいと思いますので、よろしくお願いいたしたいと

思います。よろしいですか。 

（「１２月」と呼ぶ者あり） 

○三鬼（孝）委員長  そうですね、次は定例会１２月ですね。その辺のところ…

…。 

○南委員  済みません、何回も。 

 はよしなくちゃいけない、それはもう何でも早いほうがいいんですけれども、ど

うしたって執行部のほうが何か関係あるんかなというような、うがった見方じゃな

いんですけれども、議会は議会で独自の判断をすればいいんですので、ただ議会の

意向が継続になるんか採択になるんか不採択になるんかというようなことがあるん

ですけれども、今の感じでは僕はええんじゃないかなというような自分自身が思っ
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ております。 

○三鬼（孝）委員長  いいというのは。 

○南委員  採択でいくんじゃないかなというような、僕は思いはしております。

僕はな。 

 決はまだ１２月議会でええと思います。決とるんやったら。 

○仲委員  聞き取りにおいて１０月１日からの保育園も幼稚園もそうなんですけ

ど、保育料、幼稚園料が無料になるということで、そしたらば保育園に流れるとい

う考え方もあって、その流れを見たいという発言がありました。それは再度その中

でどの程度流れたかという部分も含めて、再度執行部の考え方を聞いた上でやはり

審議する必要があるんじゃないですか。 

○髙村委員  執行部の考えもそうやけど、やっぱり議会の考えでいかなあかんと

思うんですよ。市民の方がそんだけ要望、必要として要望しておるんやで、議員が

判断して決めればいいことですから。 

○三鬼（孝）委員長  髙村委員の意見として。 

○楠委員  基本的に陳情とか請願というのは議会がああじゃないこうじゃないと

いうので、採択するかしないかの話もあると思うんですよね。そうした場合は、あ

くまでも執行部の話なんですから、きょうせっかく貴重な意見を聞いて、それを尊

重するのであれば、基本的には採択でそんなことを言っている暇があるんだったら

先に執行部のほうにどうなんだということを言わないと……。 

（「違うで」と呼ぶ者あり） 

○楠委員  ですから、延ばす理由はないわけですよ、基本的に。基本的に先ほど

の意見を聞いたときもわかるように、いろんな教育の場というのは門戸を広げなき

ゃいけないわけですよね。それを議会の１３人がどう理解するかという話もあると

思うんですけど、基本的にはやはり住民サービスという観点から、しっかりと執行

部のほうに申し入れて検討しなさいと言うのが議会じゃないんですか。 

○小川委員  先ほど仲委員さんも言われましたけど、どのぐらい流れるかという

ことをそれ見たいというのもありまして、基本的に継続審査というか次の議会まで

に決めるということなんですね。そうやもんで、様子見てからというのもいいんじ

ゃないかとは、反対じゃないんですよ。趣旨が僕も理解できるんですけど、見たい

なというのもありまして、次の議会までに決めれば慌てやんでもそれまでに決めれ

ばいいことなんじゃないですか。 

○村田委員  今、ちょっと小川さんの言い方がわかりにくかったんで、小川さん
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はたしか次の委員会で審議をすればいいということだと思うんですよね。次の委員

会までに決めるということじゃないんですよね。議会までにね、次の。それは皆さ

んの御意志やと思うんですが、次の議会が開会にならないとこれは途中でも審議で

きますけど、決はやっぱり本会議中にとらなければいけないと私は思いますので、

その辺のところはきちっとしておいたらいいんかなと。だから、楠さんがさっき言

いましたけれども、楠さんが言う原理でもわからないでもありません。 

 ですから、私はやるんなら早くどうしてもやらなければいけないということであ

れば、臨時会を招集してそれでやるということと、それから１２月の定例会まで待

つということと二つがあるわけですから、その辺のところを委員長が皆さんの御意

見を聞いてお決めいただければということなんですね。 

○南委員  委員長は十分認識されておると思うんですけれども、以前矢ノ川の土

砂の問題で尾鷲漁協から陳情が出ました。そして、大曽根漁協さんも陳情書を上げ

るということで、早く臨時会でも開いて決着をつけて県へ意思表示してくれという

ことでして、そのときに議長のほうから僕はアドバイスをいただいて、陳情では臨

時議会を開くことができないので、大曽根漁協さんのほうは請願という形で上げて

もらえませんかというようなことがあったと思うんですけれども、それだけ十分認

識して……。 

○三鬼（孝）委員長  他にございますか。 

○野田委員  要は来年度、三木幼稚園が廃園になるということも加えて、３年保

育、幼稚園をやっていただけませんかという要望の中で、別に選択肢の幅を広げる

ということは別にやぶさかではないかというふうに判断します。 

 以上です。あとはもう委員長の来年度に通じるかどうかは考えていただいてやっ

ていただいたらいいと思います。 

○三鬼（孝）委員長  他にございませんか。 

○三鬼（和）委員  先ほど局長が調べに行ったんか、今の請願の話、多分臨時議

会を開く条件が請願ということです。これは、請願は地方自治法に載っていて、尾

鷲市議会においては陳情においても同じような扱いをするということをしてあるの

で、前のときもそれがどうかということで、陳情では無理だということで議案には

ならなかったという経緯があろうかと思うんですけど、今、局長がちょっとそれを

調べに行ったんだと思いますので、ちょっとあれしていただけますか。 

○楠委員  今、三鬼委員が言ったんですけど、今回の内容にしても陳情の処理と

いうことが書かれているんですよ、しっかりと会議規則に。その中には、議長はと
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書いてあるんですけど、陳情書またはこれに類するものでその内容が請願に適合す

るものについては請願の例より処理するものとすると、１４４条にうたってあるん

ですよ。 

（「自治法」と呼ぶ者あり） 

○楠委員  会議規則にうたってあるんだから事情はいいんですよ。自治条例で決

められるんだから、それだったら１４４条で陳情書は本来審議の対象にはしないぐ

らいでいいわけですよ、聞き及ぶだけで。審議しているんですから陳情書と同じ扱

いしなきゃだめでしょうということを私も言いたいんですけどね。そうすると、先

ほど村田議員が今おっしゃったように、早目に処理するんであれば臨時議会を開い

てやっていくと、だからどこに行くだか行かないかのそんな調査している暇はない

でしょうということを言いたいんです。 

○三鬼（孝）委員長  他によろしいですか。 

○仲委員  前回の委員会で、継続審議ということで本会議でも継続審議になった

ことは事実なんですわ。きょうのＰＴＡからの聞き取りで、私は執行部からの発言

の中で全ての環境が変わったとは思っていないです。感情的には飲み込めるところ

はあるんですけど、そこら辺で急に臨時議会で決めるというのはいかがなもんでし

ょう。継続審議の今までの意味がちょっと通らんのじゃないですか。 

○三鬼（孝）委員長  先ほど南委員が、土砂の件がありましたけど、それとちょ

っと事情が異なるので、私としては１２月議会に再度皆さんにお諮りしてやりたい

という思いがありますので、そのように取り扱いますのでよろしくお願いします。 

 これで委員会を閉じます。御苦労さまでした。 

（午後 ２時１１分 閉会） 

 


